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大学4年生のとき、フィジーに1カ月旅行に出かけた。就職先が決まり入社する直前、最後

のモラトリアム期間だった。真っ白な砂浜と透けるように青い海を見ながら、「会社を定年す

るまで、もうこんなに長い休みを取ることなんてできないだろうなぁ」と漠然と思ったものだ。

1つの会社にずっと勤めていたらそうだったかもしれない。結果として、私は転職の合間に3

度長期バカンスを取ることができた。転職でもしないと、この国では長い休みをなかなか取れ

ない。だが、海外に目を向ければ、毎年1カ月もの長期休暇を取れる国がある。しかも、日本

より働く時間が短いのに、より高い生産性を上げているというのだ。

2013年、OECDの幸福度調査で日本は総合21位（35カ国中）だった。一方で、常にランキ

ングの上位に名を連ねているのは北欧の国々である。日本の弱点は労働時間の長さだ。日本人

は北欧の人々に比べ、年間で約300時間も多く働いている。当たり前のことだが、1日24時間、

1年365日。与えられた時間は、世界のどの国の人にも平等だ。だが、どうも北欧の人々は1日

や1年の使い方、もっといえば人生80年の使い方が日本とは異なっているらしい。限られた時

間を最大限、効率よく使う。北欧には時間の価値を最大に高める技法が、必ずあるはずだ。

私は、現地に出向き、企業、公的機関、大学など延べ50人以上を対象にヒアリング調査をし、

自らの足で情報をかきあつめた。そこには、一人ひとりの時間価値を最大化する、自律と自立

からなる社会と組織のデザインが、たしかに存在していた。

長島一由（本誌編集長・リクルートワークス研究所主幹研究員）
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スウェーデン・エリクソンに見る
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時間価値を最大化する 
北欧の人々のライフスタイル

ステファン・
オロフソン 氏（夫）
2002年ストックホルム商科大学
大学院修了。デルフィ、ミケロス
トンなど投資機関を経て2009年
からファンド会社の社長に就任。
従業員7名の会社を経営する。

サラ・
オロフソン 氏（妻）
2001年リンショーピング大学大
学院心理学コース修了。大学の経
理を経て、2008年よりリクルー
ティング会社に勤務。2012年8月
から2回目の育児休業を取得。

北欧デザインの家具や雑貨は、日本人になじみがあ
るが、不思議な国。そこで暮らす人たちは、どんな
ライフスタイルや価値観を持っているのか。首都ス
トックホルムに住むオロフソン一家を密着取材した。
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サラ氏のひと月の家計簿
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